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教 科 商  業 科 目 財務会計Ⅰ 単位数 ２ 

学 年 ２  年 類 型 情報ビジネス科Ｂ類型 

教科書（出版社） 財務会計Ⅰ新訂版（東京法令出版） 

副教材（出版社） 完全段階式標準検定簿記問題集２級・会計（東京法令出版） 

授 業 の 概 要 

財務諸表に関する基礎的な知識と技術を習得する。また、利害関係者に会計

情報を提供する能力と態度及び、提供された会計情報を活用する能力と態度を

身に付ける。 

授 業 の 目 標 

１ 財務諸表の作成に関する知識と技術を習得する。 

２ 財務会計の意義や制度について理解する。 

３ 会計情報を提供し、活用する能力と態度を身に付ける。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第Ⅰ編 財務会計の基礎 

 第１章 企業会計の意義と役割 

 第２章 会計法規と会計基準 

 第３章 株式会社の設立・開業と株式の発行 

 第４章 当期純利益の計上と剰余金の配当・処分 

 第５章 社債 

 第６章 株式会社の税務 

第Ⅱ編 貸借対照表 

 第１章 貸借対照表の概要 

 第２章 資産の意味・分類と評価 

・利害関係者への適正な会計情報の提供及び、提供

された会計情報の活用を行えるようにする。 

・企業会計の意義と役割、財務会計の機能及び会計

法規と会計基準について学び、財務会計の概要に

ついて理解する。 

 

 

 

・資産、負債、純資産の種類と会計処理及び貸借対

照表の作成をとおして、企業の財務状態を適切に

報告するための基礎的な知識と技術を習得する。 

２ 

学 

期 

 第３章 流動資産 

 第４章 固定資産 

 第５章 負債の意味・分類 

 第６章 純資産の意味・分類 

 第７章 貸借対照表の作成 

第Ⅲ編 損益計算書 

 第１章 損益計算の意味と損益の区分 

 第２章 収益・費用の認識と測定 

 第３章 損益計算書の作成 

 

 

 

 

 

・損益計算の意味と損益の区分、収益・費用の認識

と測定及び損益計算書の作成をとおして、企業の

経営成績を適切に報告するための基礎的な知識と

技術を習得する。 

３ 

学 

期 

第４章 その他の財務諸表 

第Ⅳ編 財務諸表活用の基礎 

 第１章 財務諸表の意義 

 第２章 財務諸表の見方 

第Ⅴ編 連結財務諸表 

 第１章 連結財務諸表 

 

・財務諸表分析の意義及び財務諸表の見方について

学び、財務諸表を活用するための基礎的な知識と

技術を習得する。 

 

・連結財務諸表の目的と連結の範囲及び連結財務諸

表の基礎について学び、連結財務諸表に関する基

礎的な知識と技術を習得する。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

財務会計に関する

学習に興味・関心を

持ち、授業や課題に

対して意欲的に取り

組むなど、知識の深

化と技術の向上に努

めている。 

会計に関する法規や

基準の変更に対応し、

適切な財務諸表を作成

したり、利害関係者に

とって有用性の高い分

析をしたりするなど、

主体的な判断を基に正

確な作業ができる。 

会計情報を利害関係

者に提供する能力と態

度及び提供された会計

情報については、ビジ

ネスの諸活動に適切に

活用する能力と態度を

身に付けている。 

財務会計に関する基礎

的・基本的な知識と帳簿

作成技術、各種の数値を

算出する方法を身に付け

るとともに、経済社会に

おいて会計責任を果たす

ことの重要性について理

解している。 

備

考 

 4 つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で

評価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 
 


